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議会活動の一環として毎回参加しています（19ペー
ジ参照）。
（場所　東京都港区）

第14回全国原子力発電所立地議会
サミットの会場にて
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特集《委員会》
令和５（2023）年度決算を認
定しました、賛否一覧
委員会審査報告
先進地を視察しました
一般質問
ギカイのうごき
12月定例会議の予定　ほか

https://www.city.kashiwazaki.lg.jp/shigikai/
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《委員会》

総務／文教厚生／産業建設

常任委員会の活動状況

　令和５年度には長野県、令和６年度には富山
県のＡＩ新交通を導入している自治体を視察し
ました。「あいくる」導入後は体験乗車を行い、
所感・改善案をまとめた報告書を基に担当部局
と意見交換を行いました。

　決算審査において、令和５～６年度に旧鯨波
公園跡地（産業団地として活用予定）、旧ぶど
う村跡地（再エネ用地として活用を検討）、安
政町緊急資材置場（太陽光発電設備を設置）を
視察しました。

　常任委員会では議案などの審査以外に、市の事務に関する調査・研究を行っています。調査・研究の
主な方法に、視察と意見交換があります。委員が直接見て、聞いて、慎重な議案審査と詳細な調査・研
究に取り組んでいます。

■ 行政視察
　 委員会単位で他市などの先進事例を学びに行きます。行政視察の
報告は、ホームページで公開しています。
■ 現地視察
　決算審査や調査・研究のために、直接現地を見に行きます。
■ 意見交換会
　 議会全体で開催する市民との意見交換会のほか、委員会独自に関
係機関や担当部局との意見交換を行います。

ＡＩ新交通の調査・研究 市有地利活用事業の現地視察

常任委員会の
活動

テーマに沿った
調査・研究

総務常任委員会 市民生活、財政、マイナンバーカード、エネルギー、
防災、消防などを担当し、今期は地域公共交通に
重点を置いて研究しています。

令和６（2024）年９月　旧ぶどう村令和６（2024）年７月　射水市
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《委員会》

　令和５年度の高温・渇水被害に対する補助事
業や後継者問題、柏崎産米ブランド化推進事業
「米山プリンセス」などについて、意見交換を
行いました。

㈱リケンを視察し、水素エンジン開発など次世
代エネルギーの活用について意見交換を行いま
した。また、柏崎青年工業クラブや柏崎観光協
会とも意見交換を行い、課題の共有を図るとと
もに政策提言に結び付けてまいります。

農業委員会との意見交換 現地視察、関係団体との意見交換

　令和５年度に、地域で支える子育て環境とイ
ンクルーシブ教育をテーマとして、柏崎市の現
状や今後の方向性などについて意見交換を行い
ました。

福祉保健部・子ども未来部・教育委員会
との意見交換

　令和６年度に元気館のジャングルキッズ、げ
んきっずひろばを視察しました。ジャングルキッ
ズでの取り組み、げんきっずひろばの利用、ファ
ミリー・サポート・センター事業、早期療育事
業などについて意見交換を行いました。

元気館視察と子ども未来部との意見交換

産業建設常任委員会

文教厚生常任委員会

令和５（2023）年12月　委員会室 令和６（2024）年１月　リケン

工業、商業、農林水産業、インフラ整備、除雪、水
道事業などを担当し、今期は産業支援（補助金・助成金）
の在り方に重点を置いて研究しています。

子育て、医療、介護、福祉、学校教育、生涯学習、文
化振興、スポーツ振興などを担当し、今期は子育て環
境の充実に重点を置いて研究しています。

令和６（2024）年８月　元気館２階

令和６（2024）年８月　元気館１階
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　10月８日の本会議で、一般会計と特別会計の決算を認定しました。公営
企業会計の決算は、９月24日の本会議において全会一致で認定しました。
　一般会計決算に対する討論は５ページ、予算決算常任委員会（重野正毅
委員長、持田繁義副委員長）での審査は６・７ページをご覧ください。決
算審査に併せて行った施策・事務事業評価の結果は８・９ページに掲載し
ています。

令和５（2023）年度一般会計・特別会計歳入歳出決算額と賛否
区　分 歳　入 (円) 歳　出 (円) 賛否など ※

一般会計 51,247,416,869 47,908,674,283 賛成19　反対２

特
別
会
計

国民健康保険事業 8,837,960,427 8,695,586,333

賛成19　反対２（事業勘定） 8,518,340,711 8,375,969,042

（直営診療施設勘定） 319,619,716 319,617,291

後期高齢者医療 1,071,004,576 1,046,339,276 賛成21　反対０

介護保険 9,478,869,137 9,164,383,401 賛成21　反対０

土地取得事業 58,784,883 58,784,883 賛成21　反対０

墓園事業 8,443,123 7,483,291 賛成21　反対０

※柄沢均議長は採決に加わりません。議員の賛否状況は７ページをご覧ください。

一般会計決算の起立採決（10月８日）

令和5（2023）年度
決算を認定しました

認定！

議案・審議結果
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録画映像私たちはこのような理由で私たちはこのような理由で

賛成しました 反対しました

令和５（2023）年度一般会計決算の討論（要旨）

日本共産党柏崎市議員団

　子育て家庭の経済負担を軽減すべきだが、学校給食無償化の姿勢はなく、値上げ
した。電源立地地域対策交付金は福祉向上への還元が基本だ。西山・高柳の地域事
務所長と市民生活部長との兼務は、第五次総合計画で目指す多様な主体と共創し共
育するまちづくりに矛盾している。道の駅「風の丘米山」の整備など、複数の事業
で取り組みの甘さが露呈した。令和６年能登半島地震を目の当たりにし不安が高ま
る中、原発再稼働への地ならしといえる取り組みがあからさまになった。 持田繁義

柏崎の風

　施策の推進と将来への備えのバランスを考慮し、持続可能な財政運営が行われた
と判断する。電源立地地域対策交付金の増額により、市政発展における原子力発電
所関連財源の重要性を再認識した。各事業を通して、第五次総合計画・後期基本計
画の重点戦略「子どもを取り巻く環境の充実」と「大変革期を乗り越える産業イノベー
ション」を推進し、市民の安心・安全の確保、市民福祉の向上が図られたことを評
価する。人口減少・少子高齢化に伴う課題解決に向けて、事業実施後の検証・追跡
を強化し、全庁的な連携・協力を深めていただくよう意見を付し、賛成する。

近藤由香里

公 明 党

　令和５年度は「柏崎市第五次総合計画・後期基本計画」２年目であり、重点戦略
の「子どもを取り巻く環境の充実」「大変革期を乗り越える産業イノベーションの推
進」のほか、公共交通の確保や人材育成・確保に関する事業に対し積極的に施策の
推進・展開がなされたことを評価する。財政面では、一般会計と特別会計の単年度
収支が赤字となったが、直ちに財政運営に影響はないと考える。しかし、新ごみ処
理場建設など今後の大型公共事業などを踏まえ、健全財政に向けた財源確保・行政
改革に努めていただきたい。以上の意見を付して賛成する。

西川弘美
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Report
予算決算常任委員会での
令和５（2023）年度決算審査について報告します
　９月20日の全体会で総括質疑を行った後、延べ７日間にわたって各分科会で詳細に審査しました。
10月７日の全体会で分科会長報告を基に採決し、全ての会計について「認定すべきもの」との結果
になりました。

総務分科会 ■分科会長　佐藤正典　■副分科会長　近藤由香里
■委　員　布施　学・山本博文・持田繁義・佐藤和典・星野正仁

・・将来を見据えた妥当な財政運営であった。
・�・�時代に即した内容であり、市民の生命と財産
を守るという強い覚悟を感じた。

・�・�公共交通や市内２大学の課題などのように、
国や県、民間が主体となる事業であっても、
議会は市と共に具体的な解決策や支援策を考
えていく必要がある。

・�・�現地視察を通して事業の必要性、妥当性を確
認できた。

・�・�人口減少・少子高齢化の同時進行によって生
じる課題に対応し、持続可能な柏崎を目指し
て各事業が進められたことを確認した。

・�・�財政運営やいくつかの事業に課題があるとの
少数意見もあったが、分科会としては「おお
むね妥当である」との意見で一致した。 

主な意見

産業建設分科会　 ■分科会長　阿部　基　■副分科会長　田邉優香
■委　員　山崎智仁・池野里美・三宮直人・相澤宗一・真貝維義

・�・�令和６年能登半島地震による影響では、市民
の生活に直結する住宅や道路の復旧作業が迅
速に対応されたことを確認できた。

・�・�管理不全空き家の措置について、徐々に良い
結果が表れてきていることは評価できる。

・�・�中心市街地活性化推進事業について、市民
ニーズをしっかり把握し街のにぎわい創出に

努めていただくよう期待する。
・�・�雇用促進事業について、男性の育児休業取得
促進や女性が働きやすい職場環境づくりに向
けた取り組みは評価できる。

・�・�全体を通して補助金、助成金事業に関しての
検証、後追いの不足を感じるが、今後の改善
に期待し、「おおむね妥当な決算である」と
いう意見で一致した。

主な意見

主な意見

文教厚生分科会 ■分科会長　春川敏浩　■副分科会長　五位野和夫
■委　員　星野幸彦・三嶋崇史・西川弘美・重野正毅・上森　茜

・・�看護・介護・福祉分野の人材確保・人材育成
については、事業者への支援だけでなく、就
職後のキャリアアップや将来の担い手となる
生徒に理解を求める出前講座などを確認した。

・�・�人材確保を含めた、質の高い教育環境が整え
られたことは十分評価できる。

・�・�軽・中等度難聴者補聴器購入費助成事業は、

必要な人への支援強化が求められると強く感
じた。

・�・�柏崎総合医療センターの機能維持・存続の重
要性を認識し、さまざまな事業による支援が
行われていることを確認した。

・�・�分科会としては、「おおむね妥当な決算である」
との意見を取りまとめた。
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Report

■ 決算審査のための現地視察を行いました

総務分科会：不法投棄防止対策費（旧米山牧場跡地）

文教厚生分科会：図書館施設整備事業
 （ソフィアセンター）

総務分科会：地域エネルギー会社関連事業
 （安政町緊急資材置場）

文教厚生分科会： 北部地区学校給食共同調理場大規模
改修工事

賛成×反対しました
私たちは

議員賛否一覧（９月定例会議の採決において賛否が分かれた議案など）

議決日 議案
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嶋
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典
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茜
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野
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仁

真
貝
　
維
義

10月８日 決算の認定について（令和５
（2023）年度一般会計） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇

10月８日 決算の認定について（令和５
（2023）年度国民健康保険事
業特別会計）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇

　○は賛成　　　×は反対　　　柄沢 均議長は採決に加わりません。　○は賛成　　　×は反対　　　柄沢 均議長は採決に加わりません。

議員の賛否状況

審査結果
YouTube
録画映像
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施策・事務事業評価に取り組みました
令和５（2023）年度一般会計決算

◀左から櫻井市長、柄沢議長、重野副議長（委員長）、
　持田副委員長、佐藤総務分科会長、春川文教厚生分科会長、
　阿部産業建設分科会長（10月８日　市長応接室）

　第五次総合計画の分野別施策から主要施策を選択し、予算決算常任委員会の決算審査で評価を行いました。
評価結果を市長に提出し、政策実現に向けた翌年度以降の施策・事業の見直しなどを提案しました。

総務分科会

・  ふるさと応縁事業は、六次産業化支援による農産物加工品拡大、
商工業振興につながる返礼品の開発・開拓によって「ものづくり
のまち」をＰＲし、他の自治体との差別化を図り、柏崎ファンの
拡大につなげる。

・  柏崎シティセールス推進事業は、会員の属性やニーズを踏まえた
発信・交流を強化し、会員自らがセールスパーソンとして柏崎を
応援する仕組みを構築する。

・  Ｕ・Ｉターン促進事業は、目標とする効果を明確にした上で各課が
連携し、移住・定住サイト「くじらと。」のさらなる活用、ニーズ
を踏まえた情報発信強化により、定住人口の増加につなげる。

・ ふるさと応縁事業
・ 柏崎シティセールス推進事業
・ Ｕ・Ｉターン促進事業

柏崎の魅力を高め、良さを伝える

評価結果
（PDF）

評
価
区
分

Ａ 施策の実現に近づいているので、このまま推進する

Ｂ 施策の実現に近づいているが、さらに事業の改善・見直しが必要

Ｃ 施策目的の実現に近づいていないので、分析と見直しが必要

Ｄ 施策目的の実現に近づいていないので、抜本的改善が急務
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・  子育て世代包括支援センター利用者支援事業（現こども家庭セン
ター利用者支援事業）は、有資格者の複数配置など必要な人員体
制の拡充を求める。

・  母子健康診査費は、受診率向上のた
めに医療機関との連携を強化する。

・  産後ケア事業の利用しやすい環境整
備のため、利用料の軽減や対象月齢、
訪問型支援などの拡充を求める。

・  子育て世代包括支援センター利用者支援事業
・  母子健康診査費
・  産後ケア事業

文教厚生分科会
安心して子育てができる環境を充実させる

・  農林水産業の持続性を高めるための施策は、継続することが必要。
　単年度での成果が難しい事業は、事業の統合を行い予算の有効活

用を図る。
・  農業者に寄り添った事業とするた

めにも、分かりやすい事業名にする。
・  さまざまな生産者の声を聞くこと

も必要だが、偏った支援を行わない
強い姿勢が重要。

産業建設分科会

・ 園芸振興支援事業
・ 六次産業化支援事業
・ 柏崎産米ブランド化推進事業

農林水産業の持続性を高める
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Report
令和６（2024）年９月定例会議常任委員会での審査内容を
報告します

産業建設常任委員会 ■委員長　阿部　基　■副委員長　田邉優香　
■委　員　山崎智仁・池野里美・三宮直人・相澤宗一・真貝維義

付託議案などはありませんでした。

文教厚生常任委員会 ■委員長　春川敏浩　■副委員長　五位野和夫
■委　員　星野幸彦・三嶋崇史・西川弘美・重野正毅・上森　茜

２件の議案を審査しました。
・�・�歯科保健推進会議設置条例の一部を改正する
条例

令和８（2026）年度から、歯科保健計画、健
康増進計画、食育推進計画と自殺対策行動計画
を一体的に策定する予定であることから、歯科
保健推進会議委員の任期を他の会議の委員任期
と合わせるため改正するもの。

　　�計画期間設定の考え方と、他の計画の付属
機関との整合性は。

　　�国と同様に12年計画とし、６年で中間評
価を行う予定である。付属機関の歯科保健
推進会議のほか、健康づくり推進会議、食
育推進会議は合同で進捗管理する予定であ
る。

概　要

主な質疑

総務常任委員会 ■委員長　佐藤正典　■副委員長　近藤由香里
■委　員　布施　学・山本博文・持田繁義・佐藤和典・星野正仁

４件の議案を審査しました。

・・�コミュニティセンター設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例

西山コミセンと関連施設の運営を令和７
（2025）年度から指定管理者制度で委託する
ための改正。

　　これまでとの違いは。

　　�本市コミセンは指定管理者制度で運営して
いるが、西山町地区は４コミセン統合のタ
イミングが前回の指定管理者更新時期に間
に合わず、市直営とした。次年度が更新時
期となることから、他のコミセンと同様に
西山コミュニティ協議会を指定管理者とす
るが、特に負担が生じることはない。主な質疑

概　要

パソコン・スマートフォン・タブレットで、
手軽に閲覧できます。

■ウェブサイト・無料アプリで「ギカイ
　のとびら」を読むことができます

■点字訳・音声訳の
　「ギカイのとびら」を配布しています
　お申し込みは福祉課へ。
　0257-21-2299
　0257-21-1315ウェブサイト・

無料アプリ
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Report

令和６（2024）年度一般会計補正予算（第７号）など、11件の議案について
審査しました。� ※令和５（2023）年度決算案を除く。

予算決算常任委員会 ■委員長　重野 正毅　■副委員長　持田　繁義　
※分科会長・副分科会長・委員は、各常任委員会の委員長・副委員長・委員と同じ。

・・木造住宅耐震診断費補助金交付事業
　（80万円）

申請者が見込みよりも多く、経費に不足が見込
まれることによる追加措置。

　　診断から耐震改修に至るスキームは。

　　�耐震診断士が耐震診断の結果と補強案を説
明して耐震に繋げていくことになる。

　　�耐震診断の後、耐震化工事を行っていない
人もいるようだが、相談などはないのか。

　　�令和６年能登半島地震以降、耐震化やシェ
ルターに関する問い合わせは数件あった。
市民ニーズを見極めていく。

令和６（2024）年度一般会計補正予算（第７号）産業建設分科会

主な質疑

概　要

令和６（2024）年度一般会計補正予算（第７号）総務分科会
・・バス車両購入補助事業（1120万円）

ＡＩ新交通「あいくる」の運行範囲を令和７
（2025）年３月末から上条地区全域と中通地
区の一部に拡大することと利用者増加に対応す
るため、車両２台の購入費を補助するもの。

　　運行範囲拡大地域の設定理由は。

　　��「あいくる」の効率的な運行範囲である
100ｋ㎡以内に含まれる地域であるため。

　　「あいくる」の利用状況は。
　　�現在１日に約100人の利用があり、希望
する時間に予約を取れない状況が生じてい
る。新規問い合わせも多く、潜在的なニー
ズは高い。

概　要

主な質疑

審査結果
YouTube
録画映像

令和６（2024）年度一般会計補正予算（第７号）文教厚生分科会
・・�軽・中等度難聴者補聴器購入費助成事業
　（10万円）

身体障害者手帳の交付対象とならない軽・中等
度難聴者への補聴器購入費用助成件数が、当初
より多く見込まれるため、助成費用の追加措置
を行う。

　　�助成台数の詳細、助成希望者の見込みは。
　　�当初６台分を見込んだが、６月末までに４
台分の助成を行った。今後、４、５台分の
申請が見込まれる。

主な質疑

概　要
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■ ６月26日（水）～28日（金）

埼玉県越谷市
　予算決算常任委員会全体会の中での総括質疑や討論の在
り方および事業別予算決算説明書を導入した経緯とそのメ
リット・デメリット、内部事務システムと財務会計システ
ムの導入などの説明を受け、質疑を交わした。これらの取
り組みにより、議会での審議の深化、市民に対する説明責
任の向上、内部事務の効率化などにつながっているとのこ
とである。
神奈川県横須賀市
　即日採決の議案であっても、予算に関するものについて
は予算決算常任委員会に付託し審査を行っている。予算決
算常任委員会全体会での総括質疑や決算審査時の監査委員
の報告、予算決算常任委員会分科会での審査の流れなどの
説明を受け、質疑を交わした。また、議会局の設置により、
議会事務局の機能強化のみならず、事務局職員が議員と対
等な立場で議会運営に携わることによる議会全体としての
さらなる向上が期待できるとしている。
神奈川県秦野市
　総括質疑の在り方、活発な議員間討議、議会局設置・政
策提言の可視化、災害時等行動マニュアル・災害時等対策
訓練の実施について伺った。災害時等行動マニュアルは実
践的な内容が記載され、災害を想定した市議会の訓練を定
期的に行っていることは、当市議会としても深く研究して
いきたい。
埼玉県川越市
　川越市議会は、議員のハラスメントに関して職員から議
会に申し入れがあったことを受け、全国で２番目にハラス
メント根絶条例を制定した。制定の詳しい経緯や効果、制
定後の議会全体での研修内容を伺った。条例は対象を議員
と職員に特化しており、研修会開催、ハラスメントを行っ
た議員の氏名等公表を義務付けている。職員向けには、ハ
ラスメント防止指針・ハンドブックを作成し、相談窓口を
庁内と外部に設けたとのことである。

川越市

横須賀市

秦野市

越谷市

常任委員会の活動

議会運営委員会の
活動

・ ・ 分かりやすい予算説明資料、予算
決算常任委員会の運営
・ ・ 議会局、政策提言の可視化、議会
の災害時対応、ハラスメント防止

議会運営委員会・予算決算常任委員会（合同）
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議会広報広聴常任委員会
■ ７月30日（火）～31日（水）

新潟県新発田市
　独立したホームページ運営、閲覧実績（アクセス実績）
の分析、市民の関心が高い項目のトップページ配置やワン
クリック化、審議結果の時系列表示、一般質問や代表質問
の要旨掲載など、見る側に立った操作性の向上と掲載内容
の充実が図られていた。
　できるところから柏崎市議会のホームページにも取り入
れていきたい。
新潟県佐渡市
　議会広報に関するアンケートの実施、佐渡市議会ホーム
ページのトップに意見聴取の専用バナーを配置するなど、
議会広報について広く市民から意見をいただく工夫をして
いた。ただし、いただいた意見感想は非公開としていた。
　柏崎市議会の広報広聴機能の充実に向けて大いに参考に
していきたい。

総務常任委員会
■７月１日（月）～３日（水）

富山県氷見市
　交通空白地域でのＮＰＯバス運行、観光と連動した鉄道
活性化策など、市民力を生かした交通政策を学んだ。
富山県射水市
　コミュニティバスの運行エリアごとにＡＩオンデマンド
交通を導入し、結節点での乗り継ぎの円滑化を図っており、
本市の「あいくる」などの次の展開において参考になった。
富山県小矢部市
　ＡＩデマンド交通のスポンサー制度を創設し、交通事業
者、協賛企業、乗客となる市民、行政が地域公共交通を共
に支える気運の醸成・仕組みづくりを知ることができた。
富山県砺波市
　広大な平野に民家が点在する「散居村」での暮らしを守
る観点から会員制ドアtoドア方式の小型バスを導入し、
シティセールスにも結び付けていることに感銘を受けた。

砺波市

佐渡市

常任委員会の活動

議会広報広聴
常任委員会の活動

・ ・ 交通空白地域解消に向けた対応
・ ・ マイバス・マイレール意識の醸成
・ ・ 持続可能なＡＩデマンド交通
・ ・ 鉄道路線の活性化

・ ・ 分かりやすいホームページ
・ ・ Ｗｅｂ議会報告会
・ ・ 議会広報への意見・感想
・ ・ 議会だより表紙コンテスト
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産業建設常任委員会
■ ８月６日（火）～８日（木）

神奈川県藤沢市
　創業段階に応じた伴走型支援を行うとともに、湘南産業
振興財団・商工会議所と連携を図り支援に取り組んでいる
ことが非常に参考になった。
神奈川県小田原市
　「漁港の駅ＴＯＴＯＣＯ」は明確なコンセプトに基づくニー
ズ把握に取り組んでおり、うまく地域振興に反映されてい
ることを確認できた。
神奈川県茅ケ崎市
　市内事業者や市職員の声を生かしたビジネスマッチング
や事業化の取り組みが、地元に定着していた。また、ＳＮ
Ｓを活用したさまざまな事業の周知が参考になった。
神奈川県鎌倉市
　商工業振興計画（働くまち推進計画）を策定し、さまざ
まな内容で産業支援に力を入れていることが確認できた。

文教厚生常任委員会
■８月６日（火）～８日（木）

東京都世田谷区
　地域人材育成について、地域活動の支援やネットワーク
づくりをバックアップしており、参考にしたい。
東京都豊島区
　遊具更新時にインクルーシブ遊具を設置していた。障が
いの有無に関係なく、一緒に遊べる遊具の設置について検
討を始める必要性を学んだ。
東京都江東区
　江東区有明子ども家庭支援センター（有明みずべ）が商
業施設に併設されているメリット・デメリットを学んだ。
共通する課題は、今後の運営面で参考にしたい。
埼玉県東松山市
　就学支援に至るまでの細かなフォローがされていた。複
雑化・多様化する相談内容に、専門の指導員や複数の機関
で連携して対応に当たっている様子は、学ぶ点が多かった。

豊島区

小田原市

常任委員会の活動

常任委員会の活動

・ ・ 創業・新産業支援
・ ・ 漁港の駅事業による地域振興
・ ・ ビジネスマッチング
・ ・ 働くまち推進計画

・ ・ 子ども・子育てにかかる環境整備
・ ・ インクルーシブ遊具
・ ・ 「有明みずべ」の取り組み
・ ・ インクルーシブ教育
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まちづくりまちづくり

地域医療地域医療

災害対応災害対応

質 問 今までの合宿を中心とした取り組みか
ら次なる地域スポーツコミッションのステー
ジに入ったが、今後の方向性を伺う。
……………………………………………………

回 答 地域活性化や地域の国際化を実現させ
るため、地域おこし協力隊を含めたより多く
の関係団体と協働する体制を整えて事業を展
開していく必要があると考える。

質 問 医療センターの厳しい運営状況が報道
され、市民から多くの不安の声が届いてい
る。市は支援策を継続的に講じてきている
が、この危機的状況への対応を伺う。
……………………………………………………

回 答 市は、これまでも人材確保や運営費、
設備購入費など多くの支援を講じてきた。新
潟県からの支援拡大に向けた要望と、市とし
てさらなる支援の検討をしていく。

質 問 柏崎市は今年６月と８月にマイナン
バーカードを活用した避難所受け付け訓練を
行ったが、本格導入についての見解は。
……………………………………………………

回 答 マイナンバーカードを活用したこれま
での訓練を通して改良を重ね、実用化できる
段階にある。広域避難を視野に入れた新潟県
統一システムに、本市の知見を反映させるべ
く協議している。

　　地域スポーツコ
ミッションの次なる
手段は

合宿や大会の誘致に加えて
地域資源を掛け合わせたま
ちづくりへと展開させる

他の
質問

あらゆる防災に強いまち「防災
都市柏崎市への構築」に向けて

　　柏崎総合医療セ
ンターの厳しい運営
状況への対応

柏崎市における最大の課題。
医療センターを守る

他の
質問

櫻井市長の４年間の総括と今後
ほか

　　マイナンバーカ
ードを活用した避難
所受け付けの方向性

本市では実用化できる段階
にあり、新潟県統一システ
ムへの反映を目指したい

他の
質問

エネルギーのまち柏崎における
市民福祉の向上

質問者と質問項目質問項目

近藤由香里近藤由香里相澤宗一相澤宗一

星野正仁星野正仁
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男女共同参画男女共同参画

部活動地域移行部活動地域移行

医 療医 療

防 災防 災

質 問 国の令和６年版男女共同参画白書は
「仕事と健康の両立」をテーマに、社会構造
が変わる中、男女で異なる健康課題や、その
影響について考察している。市の男女共同参
画プランにおける現状と課題はどうか。
……………………………………………………

回 答 若い世代、働き盛り世代の検診受診率
が低いことが課題。がん検診のクーポン券を
発行するなど体制整備に努めている。

質 問 平日の部活動地域移行の方針を含め、
今後の取り組みの見解を伺う。
……………………………………………………

回 答 休日の地域移行の環境整備を確実に進
めていく。地域移行の目的の中には教員の働
き方改革も含まれており、今まで適切とはい
えなかった働き方を修正しようとしている。
それらを踏まえ、早い段階で平日の地域移行
も視野に置いたものにしていく。

質 問 患者の状況をよく知り、的確な診断や
アドバイスをしてくれるかかりつけ医のメリッ
トを、もっと広報してはどうか。
……………………………………………………

回 答 かかりつけ医を持つことで、医療機関
は役割に応じた医療を提供できる。今年度は
医療・介護ガイドブックを改訂し、全戸配布
する。適切な医療のかかり方について、さら
なる周知に努めていく。

質 問 昨今の異常気象により雷が頻発し、落
雷事故の危険性がある。特に公共施設への被
害を危惧するが、市としての対策は。
……………………………………………………

回 答 法令に基づき、公共施設は避雷針や分
電盤への機器設置などで対応している。市内
ではこれまで大きな被害はないが、防災ガイ
ドブックへの掲載可否を含め、雷の危険性や
対策に関する周知方法を検討する。

　　男女共同参画か
ら見た「仕事と健康
の両立支援」は

若い世代や働き世代が検診
を受けやすいよう、体制整
備や支援を行っていく

他の
質問

ヤングケアラーの支援充実

　　平日の部活動の
地域移行をどのよう
に進めていくか

休日の地域移行の環境整備
を進めながら平日の地域移
行の検討を進めている

他の
質問

柏崎市の児童・生徒の学力

　　かかりつけ医の
意義とメリットを、
もっと広報しては

医療機関の円滑な診療体制
を構築できるよう、さらな
る周知に努める

他の
質問

柏崎市公共施設等総合管理計画
から見えてくる将来像� ほか

　　雷の頻発による
事故の危険性がある
が、市の対策は

公共施設は落雷の影響を受
けないよう対応している。
市民への啓発も検討する

他の
質問

柏崎市の認知症高齢者対策

山本博文山本博文

春川敏浩春川敏浩

重野正毅重野正毅

西川弘美西川弘美
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マイナ保険証マイナ保険証

障がい福祉障がい福祉

ぎおん柏崎まつりぎおん柏崎まつり

更生保護更生保護

質 問 健康保険証の有効期限後も、申請不要
で交付される資格確認書で医療機関などを受
診できる。市民が慌ててマイナ保険証を取得
する必要はなく、取得を断っても不利益がな
いことの周知を強化すべき。
……………………………………………………

回 答 市公式ホームページで12月２日以降
の受診方法を発信している。広報かしわざき
11月号にピックアップ記事を掲載する。

質 問 障がいのある人もない人も共に安心し
て暮らせる、共生のまちづくりを推進するた
め、合理的配慮の提供を支援する助成制度を
創設してはいかがか。
……………………………………………………

回 答 市内のＮＰＯ法人が障がいのある方と
一緒に施設や店舗へ出向き調査・提案する
「心のバリアフリー活動」を行っており、現
時点では助成制度の創設は考えていない。

質 問 ぎおん柏崎まつりの活気がなくなって
いる。抜本的な見直しが必要な時期にきてい
ると考える。数年先のことを見据えて、協議
をしていく場を設けることを提案する。
……………………………………………………

回 答 花火大会の実施基準やまつりの日程な
どを検討するため、2005～08年に検討委員
会を臨時的に組織したが、同様の組織を新た
に立ち上げることは考えていない。

質 問 観察対象者が担当保護司を殺害した事
件を受け、現任者の間で不安が高まり、今後
のなり手不足も心配される。市が保護司確保
の取り組みを行う考えがあるか伺う。
……………………………………………………

回 答 候補者の検討を行う情報交換の場に市
職員が出席している。人材確保に新たに取り
組む考えはないが、「社会を明るくする運動」
などの側面的な支援を続ける。

　　マイナ保険証で
なくても、医療が受
けられる事の周知を

広報かしわざき11月号に
記事を掲載する

他の
質問

有害鳥獣被害対策の取り組み
ほか

　　合理的配慮の義
務を果たすべき事業
者などへの支援策

事業所や店舗などの合理的
配慮が進むよう啓発活動に
取り組み支援する

他の
質問

子どもたちや教職員にとって安
全で楽しい水泳授業の在り方

　　数年先を見据え、
協議する場を設ける
ことを提案する

ぎおん柏崎まつり協賛会と
実行委員会が主体的に協議
していく

他の
質問

林道の維持および整備
緊急告知ラジオ（機器）

　　保護司確保に対
し、市が取り組みを
行う考えは

保護司の活動を市民に周知
し、興味を持ってもらうな
ど、側面的な支援を行う

他の
質問

地域の伝統芸能を未来につなぐ
ために

池野里美池野里美 三嶋崇史三嶋崇史

五位野和夫五位野和夫 阿部　基阿部　基
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農業振興農業振興

選挙管理選挙管理

学区再編学区再編

女性支援女性支援

質 問 新潟県内で最も早く収穫され、柏崎・
刈羽地域でしか栽培されていない極わせ品種
「葉月みのり」を、米山プリンセスなど柏崎
市産米のＰＲに活用できないか。
……………………………………………………

回 答 「葉月みのり」の販売が好調であり、
柏崎市認証米「米山プリンセス」の販売とど
のようにコラボさせていくか、生産者を交え
ながら時間をかけずに検討していく。

質 問 高柳コミセン投票所は３階に行くのが
困難との声があり環境整備が必要。いくつか
の市で投票所への移動支援を行っているが、
本市でも検討を求める。
……………………………………………………

回 答 投票所の統廃合なしに、移動期日前投
票所の拡充は考えていない。高柳コミセン投
票所の環境整備は検討する。

質 問 確定している剣野小・鯨波小・米山小、
日吉小・中通小の統合に関する学区等審議会
の要望事項や意見などへの対応は。
……………………………………………………

回 答 円滑な統合に向けて、５月にそれぞれ
統合準備委員会を設置した。要望どおり、校
名・校歌・校章などは新しいものを基本に準
備を進めている。剣野・鯨波・米山３校統合
後の名称は「西小学校」で合意した。

質 問 困難な問題を抱える女性支援法が４月
から施行された。従来の先進的な取り組みに
加えて、複雑化・多様化・複合化する女性を
巡る問題への今後の対応は。
……………………………………………………

回 答 次期男女共同参画基本計画の策定で
は、新法の趣旨を踏まえた包括的支援を検討
する。ＤＶ被害者支援連絡会で連携強化を図
り、きめ細やかな支援を行う。

　　極わせ米「葉月
みのり」の優位性を
活用したＰＲ

米山プリンセスとのコラボ
は生産者を交えて検討

他の
質問

　　高柳コミセン投
票所改善と投票所へ
の移動支援

投票所の環境整備は検討す
るが、移動期日前投票所の
拡充は考えていない

他の
質問

地域懇談会から見える課題の対
応　ほか

　　令和８年４月に
統合する対象５校へ
の対応と進捗状況

剣野小・鯨波小・米山小の
３校統合後の名称は「柏崎
市立西小学校」で合意

他の
質問

持続可能な医療体制に向けて

　　今年４月に施行
された女性支援新法
への対応状況は

新法の趣旨を踏まえて次期
計画を策定し、庁内・外の
連携を強化して対応する

他の
質問

柏崎刈羽原子力発電所で繰り返
される失態� ほか

布施　学布施　学 佐藤正典佐藤正典

持田繁義持田繁義 星野幸彦星野幸彦
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　「ＧＸ実現に向けたエネルギー政策～原子力発電と立地自治体の在り方を考える～」をテー
マに、全国原子力発電所立地市町村議会議長会（会長＝柄沢均柏崎市議会議長）が主催する
第14回全国原子力発電所立地議会サミットが開催されました。10月31日～ 11月１日には、
会場となった東京・品川プリンスホテルに、原子力発電所や関連施設が立地する全国24市町
村議会の議員をはじめ、関係省庁、電力関係者など約360人が集いました。
　柏崎市議会議員も参加し、１日目は資源エネ
ルギー庁佐々木雅人氏による基調講演の後、五
つの分科会に分かれて意見交換を行いました。
２日目は分科会の報告の後、サミット宣言を採
択しました。

第１分科会「原子力政策と地域振興」
第２分科会「脱炭素社会における原子力発電」
第３分科会「原子力防災体制と避難計画」
第４分科会「核燃料サイクルと使用済核燃料の

中間貯蔵・最終処分」
第５分科会「廃炉計画と次世代革新炉の研究開発」

放射線の健康被害と差別偏見について学ぶ
議員研修会を開催しました。「実効性ある避難
計画」の調査・研究に取り組む、柏崎刈羽原
子力発電所に関する調査特別委員会（真貝維
義委員長）が中心となって企画したものです。
　「実効性ある避難計画」とは健康を害さず
避難できることと捉え、福島県立医科大学
で放射線の健康影響を研究されているア
ミール偉（いさむ）氏を講師に招き、市民
とともに学びました。

CHECK!CHECK!

１

ギカイのうごき

９月１日　産業文化会館

「実効性ある避難計画」の研究
～市民公開で議員研修会を開催しました～

CHECK!CHECK!

２
原子力発電と立地自治体の在り方を考える
～第14回全国原子力発電所立地議会サミットに参加しました～

10月31日　開会式

サミットに参加
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議会広報広聴常任委員会
委員長　　星野幸彦
副委員長　三宮直人
委員
山崎智仁　三嶋崇史　近藤由香里
西川弘美　五位野和夫　相澤宗一
阿部　基　春川敏浩

議会広報広聴常任委員

相澤　宗一

　気が付けばこの号が皆さまの手
元に届くのは師走。時間の経過を
早く感じたりするのは人それぞれ
であるが、夏の暑さは全ての人が
共通した感じ方であったと思う。
世界中で猛暑の夏、２年連続で記
録が更新されたほどである。
　加えて今年の柏崎の夏はさらに

アツかった。新潟産業大学附属高
校による夏の甲子園初出場＋初勝
利。こちらについては市民の誰も
が熱狂した。この熱さは夏でも大
歓迎だ。

編集後記 次回発行は２月５日
お楽しみに

■産業文化会館で意見交換会を実施しました
　10月15日（火）に今年度第２回目の意見交換会を実施しました。
ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。
　お寄せいただいたご意見などは、市議会ホームページと２月５日
発行のギカイのとびらに掲載します。 意見交換会

■リンク先をデザインで区別しています
外部サイト柏崎市ＨＰ

本会議は午前10時に開会します。

定例会議の予定12月

本会議・委員会は、どなたでも自由に傍聴できます。インターネット中継でもご覧いただけます。
録画映像と会議録も公開しています。

日 月 火 水 木 金 土

12/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

本会議
所信表明

議案説明･質疑･付託

委員会 ･分科会
産業建設・文教厚生･総務
（議案補足説明）

委員協議会･作業部会
産業建設・文教厚生･総務

（論点整理）

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
（一般質問･予備日）

委員会 ･分科会
産業建設

委員会 ･分科会
文教厚生

委員会 ･分科会
総務 （委員会･予備日）

委員会
予算決算

本会議
委員長報告･採決

中継・傍聴・
会議録

議会日程


